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物
質
・
材
料
研
究
機
構
の
活
動
報
告

タ
イ
か
ら
11
名
を
受
入
れ
、
材
料
・
ナ
ノ

テ
ク
研
究
の
最
先
端
を
体
験
と
共
同
研
究

◉
背
景

物
質
・
材
料
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
は
、
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の
支
援
を
受
け
、
平
成
30
年

２
月
13
日
か
ら
２
月
21
日
ま
で
の
９
日
間
に
亘
り
、

タ
イ
王
国
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
か
ら
10
名
の
大

学
院
生
（
博
士
課
程
８
名
、
修
士
課
程
２
名
）
と
１

名
の
教
員
を
受
け
入
れ
た
。
当
機
構
が
本
プ
ラ
ン
を

利
用
し
て
学

生
を
受
け
入

れ
る
の
は
初

め
て
の
試
み

で
あ
り
、
将

来
同
大
学
と

の
研
究
連

携
・
長
期
的

な
学
生
交
流

協
定
の
締
結

を
視
野
に
入

れ
、
学
術
連

携
室
が
企
画

を
立
案
・
申

請
し
、
採
択

さ
れ
た
。

送
り
出
し

機
関
で
あ
る

チ
ュ
ラ
ロ
ン

コ
ー
ン
大
学

は
、
１
９
１
７
年
に
設
立
さ
れ
た
タ
イ
王
国
に
お
い

て
最
も
古
い
歴
史
を
も
つ
、
権
威
あ
る
国
立
大
学
で

あ
る
。
現
在
19
の
学
部
と
多
数
の
研
究
施
設
が
あ
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
バ
ン
コ
ク
市
街
に
位
置
し
て
い
る
。

大
学
名
は
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
王
（
ラ
ー
マ
５

世
）
に
由
来
し
、
後
継
者
で
あ
る
ワ
チ
ラ
ー
ウ
ッ
ト

王
（
ラ
ー
マ
６
世
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
今
日
、

学
生
総
数
が
１
万
８
千
人
以
上
、
専
任
教
官
２
４
０

０
人
以
上
の
タ
イ
最
大
の
総
合
大
学
で
あ
り
、
各
種

の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
同
国
の
首
位
の
座
を
占
め

て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
橋
本
理
事
長
が
平
成
29
年
６

月
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
世
界
材
料
研
究
所
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
の
際
に
、
同
大
学
を
訪
問
し
研

究
・
人
材
交
流
に
向
け
て
呼
び
か
け
た
こ
と
が
端
緒

と
な
っ
た
。

今
回
招
へ
い
さ
れ
た
大
学
院
生
た
ち
は
同
大
学
の

石
油
化
学
専
攻
（
大
学
院
）
、
理
学
部
、
工
学
部
、

薬
学
部
か
ら
特
に
優
秀
な
院
生
と
し
て
選
抜
さ
れ
、

日
本
の
優
れ
た
材
料
科
学
技
術
を
体
験
し
、
将
来
Ｎ

Ｉ
Ｍ
Ｓ
を
再
訪
し
共
同
研
究
を
行
う
準
備
と
な
る
よ

う
に
計
画
さ
れ
た
。

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
内
容

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
日
目
と
な
る
２
月
14
日
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
同
大
学
か
ら
副
学
長Prof.	

K
iat	Ruxrungtham

と
石
油
化
学
専
攻
の
専
攻
長

Prof.	Suw
abun	Chirachanchai

も
視
察
に
訪
れ
、

招
へ
い
学
生
ら
と
と
も
に
橋
本
和
仁
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
理
事

長
を
表
敬
訪
問
し
、
研
究
施
設
も
見
学
さ
れ
た
。
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
143
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

副学長一行が橋本ＮＩＭＳ理事長を表敬訪問 黒田聖治
（物質・材料研究機
構外部連携部門
学術連携室室長）

際本	恵
（同機構外部連携
部門学術連携室
特別専門職）
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日
間
の
滞
在
中
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
材
料
研
究
拠
点
、
国
際
ナ
ノ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
ニ
ク
ス
研
究
拠
点
、
構
造
材
料
研
究
拠
点
、
機
能

性
材
料
研
究
拠
点
を
訪
問
し
、
機
能
性
ポ
リ
マ
ー
、

ナ
ノ
多
孔
性
材
料
、
水
素
製
造
、
二
次
電
池
材
料
な

ど
の
先
駆
的
機
能
性
材
料
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、

各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
ま
た
、
技
術
開
発
・
共
用

部
門
で
は
ナ
ノ
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
、
微

細
構
造
解
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
を
見
学
し
た
。

参
加
者
は
数
十
台
の
透
過
電
子
顕
微
鏡
を
は
じ
め
と

す
る
研
究
設
備
の
充
実
ぶ
り
、
ま
た
技
術
ス
タ
ッ
フ

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
。

２
月
16
日
は
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
も
出
展
し
たnano	tech	

2018	

国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
・
技
術
会

議
と
日
本
科
学
未
来
館
を
見
学
し
、
内
外
の
最
先
端

科
学
技
術
が
交
流
す
る
現
場
の
熱
気
や
市
民
へ
の
啓

蒙
活
動
を
体
験
す
る
機
会
を
得
た
。
ま
た
２
月
17
日

は
つ
く
ば
市
内
の
研
究
機
関
を
バ
ス
で
巡
る
つ
く
ば

サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
「
科
学
の
街
・
つ

く
ば
」
が
誇
る
多
様
な
分
野
の
研
究
成
果
を
じ
か
に

見
学
・
体
験
す
る
と
と
も
に
、
つ
く
ば
市
が
高
水
準

研
究
と
教
育
の
拠
点
と
な
る
べ
く
設
計
さ
れ
た
国
内

最
大
の
学
術
都
市
で
あ
る
歴
史
を
学
ん
だ
。

最
終
日
に
は
招
へ
い
院
生
ら
に
よ
る
研
究
成
果
発

表
会
お
よ
び
修
了
式
を
開
催
し
、
研
究
内
容
や
将
来

性
、
プ
レ
ゼ
ン
方
法
な
ど
の
面
で
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
研
究
者

か
ら
鋭
い
質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
最
も
優

れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
上
位
３
名
に

は
、
島
津
製
作
所
か
ら
「Shim

adzu	A
w
ard

」
と

し
て
ク
リ
ス
タ
ル
の
楯
が
贈
答
さ
れ
、
ク
リ
ス
タ
ル

製
の
見
事
な
楯
を
手
に
し
た
院
生
か
ら
は
、
驚
き
と

喜
び
の
声
を
聴
く

こ
と
が
で
き
た
。

◉
今
後
の
展
望

受
け
入
れ
機
関

と
し
て
我
々
が
感

銘
を
受
け
た
点
は
、

参
加
者
が
礼
儀
正

し
く
、
終
始
真
摯

な
姿
勢
で
見
学
を

し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
堪
能
な
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
も
支

障
が
な
く
、
長
期

に
亘
り
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ

で
研
究
滞
在
が
可

能
で
あ
る
と
確
認

で
き
た
こ
と
も
大

き
な
成
果
で
あ
り
、

参
加
者
も
よ
り
強

く
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
へ
の

興
味
を
抱
い
た
よ

う
で
あ
っ
た
。

同
大
学
と
の
研

究
交
流
を
強
化
す

る
た
め
の
重
要
な

足
掛
か
り
と
し
て
、

平
成
30
年
４
月
24

日
に
は
国
際
連
携

大
学
院
協
定
が
締

結
さ
れ
、
平
成
30

年
度
中
に
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
者
か

ら
２
名
の
大
学
院

生
の
受
け
入
れ
が

実
現
す
る
予
定
で

あ
る
。

国際ナノテクノロジー総合展・技術会議を見学 水素透過精製発生装置の実演を見学

修了式では長野裕子ＮＩＭＳ理事が修了証を授与 島津製作所よりクリスタル製の楯を受ける学生㊨




